
おうめ１１９おうめ１１９

東京消防庁 青梅消防署
発行 ： 青梅防火防災協会 青梅危険物安全会 青梅防火管理者研究会 青梅山林災害対策協議会

令和７年、青梅市内で火災による死者が５人発生!!

－ 住宅防火対策 －

令和８年1月１日より 林野火災警報 の運用が開始!!
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早期発見!! 自宅の見張り番 住宅用火災警報器

リチウムイオン電池に起因する火災が、近年急増しています。
令和６年中は１１５件発生し、過去最多となっています。
取扱方法をよく確認し、異常を感じた場合は、すぐに使用を中止
しましょう！

機器に発熱や変形などの異常を感じた場合は、すぐに使用を
中止しましょう。廃棄方法は、青梅市では有害ごみとして回収して
います。 『燃やさないごみ』などに混ぜないようお願いします。

「防炎品」は燃えにくく加工された製品で、小さな火に接しても簡単に
燃え広がりません

リチウムイオン電池関連火災

煙や熱を感知し、音声や警報音で火災の発生を知らせます。警報器が設置
されている場合は、死者数が火災１００件あたり、３分の１以下に抑えられて
います。故障や電池切れでは火災を感知しません。

万が一、火災が発生しても、消火器を使用した場合は、約７割が被害軽減に
つながっています。

「防炎品」は燃えにくく加工された製品で、
小さな火に接しても簡単に燃え広がりません。カーテンやエプロンなどで、有
効に活用しましょう。

東京消防庁公式YouTubeで防災について学びましょう。
東京消防庁公式チャンネルは、右のＱＲコードから。

動画で防災を学びましょう Check here !

10年で交換！本体内部

→2013年10月15日製造

住宅用火災警報器は１０年で交換

持っていますか？マイ消火器

防炎品を有効活用しましょう

ふたを外すと、製造年月日を確認できます。

② たばこ ２３３件

① こんろ等 ３５５件

③ 放火(疑い含む) ９５件

④ ストーブ ９４件

⑤ コード ４９件

東京消防庁管内

② 放火(疑い含む) ４件

① たばこ ５件

③ 電化製品 ３件

④ ろうそく
その他 ,不明 各１件

青梅消防署管内

製造年月日 13 10 15

(令和５年中）

(令和６年中）

火災で亡くなった人のうち、６５歳以上の高齢者が多くの割合を占めています。

東京消防庁管内 青梅消防署管内

住宅火災件数 1,982件 (前年比 +258 件) 15件 (前年比 + 2 件)

住宅火災による死者 75人 ( 前年比 – 7 人 ) 5 人 (前年比 + 4 人)

住宅火災による死者のうち

高齢者(65歳以上)
60人 ( 前年比 + 2 人 ) 4 人 (前年比 + 3 人)

（自損を除く）

（自損を除く）

住宅火災の主な出火原因

「放火されない まちづくり」へご協力をお願いします！

火災全体で見ると、出火原因で最も多いのは放火(疑いを含む)です。

詳しい放火対策は、右のＱＲコード(青梅消防署ＨＰ)をご確認ください。

( 速報値 )

消火器の使いかた


